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21.浸透殺虫剤の施用法に関する基礎的研究 (Ⅰ.ⅠⅠ)バミドチオンの水稲およびミカンにおけ･る

動向について 石黒文雄 (塩野義製薬株式会社,油日ラボラトリーズ),斉藤哲夫 (名古屋大学員学部,苦t

虫学教室),豊田一郎 (愛知農業総合試験吸 基礎研死部)46･8･ー12受理

･､ ■■l､

放射性 vamidothion を茄両散布し･水稲籾および矧こわける残田とミカン矧 こ甲ける持続埠と

代謝を調べた･ ,＼∴ぺ :

1･ vamidothionを山即 後の水稲に散布した場合･f･7白米巾の va.midothiohp宋分脈吻の残敵●一t､ノ,･一_.′■lJl.～
は米ぬかやもみがらに比較してhi程皮であり.最も花い残田を示し■1:脚乞充的完川中敬称 乙やいても,.-̀~I LJI. -ヽ･-
0･141ppm･ であった.そして,米ぬかにおける残田はほほF.lEl米と同じ残m傾向,を示したが,~も
みがらにおける残留は落花以後の散布で多かった. .,㍗_I_

2. 水稲矧こおける班別 ま.施用14日後にお(､て,｢日本耶｣ で 0.28ppm.I..｢愛知旭].や b.17
ppm･であり. その-1約虎糊は両班柑まは7日であった.'施用7E]後の柑部のウマグ.t,'ヨ■コ;ヾイ雌成
虫に対する殺虫力は布く,放飼後24時間以内に100%殺出した.

3. ミカン軌こ茄而散布し.粒々の配庇に保った納札 vamidoth'IOnの持統性は氾庇に･よ＼って虚響 ･

を受け,伏臥 (18°C)ではその持続性は長く.25°Cおよび変心 (20-25●C)のガラ･ス茎では.分

節し易く分節物虫が多かった.

4. 施用7日後のミカン矧 こおける vamidothlLOrLの代謝をペーパークロマトグラフィ-で調べた

括弧 18oC で保存した場合, vamidothion,vamidothionsulfoxideおよび vamidothion

sulfoneを検出できたが,25oCでは vamidothionおよびその sufoneの検出はわずカ;であり.主

な代謝産物は vamidothionsulfoxideであった.

郁子,机 芸や雄に処理された浸透殺虫剤は,吸収

されて机物の他の部分へ移行する.これと同時に,蕊

たは迎続的に蒸発による消失や分解が生ずる.実際面

から見ると,これらの過程は杭物体上または体中にお

ける残田に関与し,柄物に寄生加召する田虫矧こ対す

る効果や人畜に対するITF性などを左右するため.非'i汀

に重要となってくる.

∴浸透殺虫剤の頚面散布は,その特性を利mLT=相子

処理,樹幹塗布や土壌施用と輿なって,殺虫剤のもつ

蒸気圧や施用時の物理的状態,燕表面の性TI,7'jSZ乱
生育時期など相互依存する多くの要因を含んでいる.～

PielouandWilliams(1963)1)はdimethoateの樹

幹処理とNJ而散布による残留を調べ, また石黒･斉

脂 (1970)l)はvamidothionの種子処理と頚面散布を

行なって,燕面散布による舵物体内の残飢ま.他の地

用法にくらべて,非常に短く,また,殺虫力の持続性

も短いことを印じている.

枇物体における良薬の班悶調花は.郎Bl探持の点か

ら.b必公であり.IT]いられる災刑の舶用方法と対爪佃

物上の班邪や代謝について熱知する必要がある.

そこで.木川ILS･は,11Cで標.mLl= vamidothion

の災両.一枚仰こよろ水稲紫と玄米巾の残留を調べ,また.

32Pを相識した vamidothionをミカン樹に散布し,ミ

カン矧 こおける持続性と代謝を調べた結果を述べる.

.本実験の遂行にあたり,常に,有益な御助言および

御援助を得た名古屋大学農学部弥富再三教授ならびに.

水稲の開花について,層 有々益な御教示を得た同大学

良学部沼水正治教授に深甚g)謝意を表します..また7.
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各種の抑使宜と御協力を下さった愛知怠業総合試験場

石上乱-技師および名古屋大学良学部本多八郎技官に

感謝致します.なお.本報告をお許し願えた塩野義製

黙株式会社峠下鉄雄および平田保両博士に御礼を申し

述べる.

実験材料および方法

失敗1. llC-vamidothionの水稲菜および玄米にお

ける夏曳田について

1. I一°-vamidothionの合成

供試した llC-vamidothionは,Foss(1947)3),

特許節310772号 (1963)18)に準じて次の様に合成した.

即ち, E]本原子力研究所より入手した r4CH30H (比

放射旭 8mCi/mM)を非按識乾娩 CH30H で40倍に

稀釈し,その 192mgを脱水冷ベンゼンの 10mJ.に

溶解させ, これに 5mtの脱水ベンゼンに溶か した

PClSの 275mg を加え,30分間激しく出拝し,次い

で,ベンゼンを30oC娘圧下でロータt)-エバポレー

ターを用いて除去した.その反応は以下の通りである.

3(1-CH30H)+PC1311(1-CH30)2P(0)H+2HCl+

CHaCl

これによってでき上った (HCH80)2P(0)Hに乾煉

CH30Hを 20mL加え,史に,乾奴硫黄粉末 64mg.

を加え,加熱し,硫茄が完全に消失した後.飽和にな

るまでアンモニアガスを迅試した.そして,その反応

紋を 50oCに加熱し,炉過した後. その折淡を一夜

5oCに保ち,その沈澱物を災めた.

(14CH80)2P(0)H+S･上(1-CH30)2P(0)SH+NHS

li(lJCH30)2P(0)SNHl
次に,脱水アセトンに招FJSさせた 182mg.の CI

CH2･CH2S･CH(CHS)CONHCH3を先に得られた

(1-CHaO)2P(0)SNH4に加え,汲しく故押し,2時間還

流した.本牧を炉過し,その折液を30oC減圧下でロ

ータリーエバポレーターによりアセトンを除去した.

(LICti30)2P(0)SNHl+C1･CH2･CH2S･CH(CH3)･

CONHCH-1･i(llCH30)2P(0)SCH2CH2SCH(CH3)

CONHCHa+NH4C1

これをクロロフォルムにとかし,本牧を蒸潮水で3

回洗粋し, その後,細水机恨 ナトリウムで脱水し,
30oC 油圧下で,ロータ.)-エバポレーターにJ:り,

クロロフォルムを除去した.これをシリカゲルiu'層ク

ロマトグラフィ-により,クロロフォルム:アセトン

-5:4の混合紋を展開溶媒としてliiBIr]させに しか

し,若干の放射性不純物を認めたため,史に,-Jru記と
同じ薄層クロマトグラフィ-を用いて再度奴閑分離し,

そのスポットをかきとり,温アセトンで抽出した.そ

の結果,I一°-vamidothionを得た. なお,14CIもOH

からの収虫は40,%であった.

160

この 14C-vamidothionを乳化剤ニ3.-コール863

(日本乳化剤株式会社製): メチルエチルケトン-2

:8の割合で加え,40%乳剤を試製した.供試時の
HC-vamidothionの放射誰は100cpm/FEg.であった｡

2. 供試水稲の育成について

昭和44年5月27日に滋賀県甲賀郡甲賀町の垢野義製

薬株式会社油日ラボラトI)-ズ円の水田田場の苗代よ

り移植 した ｢日本晴｣ (中生琵)および ｢愛知旭｣
(晩生種)を同年8月1日 (ほぼ昏高分けつ用)に 1/

5000アールのワグネルポットに1株を移植し,田切と

同じ条件下で育成した.そして,供試2日前に愛知瓜

虚業絵合試験場内のアイソトープガラス室に保った.

3･ 14C-vamidothionの粟面散布

8月29P,9月5日および9月12日の各日に前記の

如く育成した水稲の出秘および開花状態を調べ.非剤

散布時における租の生育状態を揃えるため.生-ffの同
じ槌にラベルをつけ,前記の HC-vamidothionの40

%乳剤の1000倍稀釈の水溶紋をポットあたり20mJの

割合で穂より約30cm程度離れた上方より山来るだけ

均一になるように,小型手動圧力式唄宗男別こて.3m面
散布した.施用丑は10アールあたり100t.に相当す

ち.そして,fjS面散布は各日に3ポットを供試し.こ

れを玄米中の残田並u定用とした.また.8月29日のみ

は更に5ポットを追加し,水稲茄における残留測定用

とした.

4. 水稲Ijiの地山および分析法

水稲矧 こおける vamidothionの奴田を知るため,

8月29日に散布したポットより,散布当日,散村後7

日 (9月5日),同14日 (9月12日)および同28E](9

月26日)に秘を除いた各部分より,ランダムに20gを

採取し,これを細断し.三角フラスコに保ち,アセト

ン 150mJを加え,強く振とうした後,冷蔵叩 (4oC)

に保存した.

そ して. 3-7日後に. この浸出紋を卿羊折紙
N0.2で炉過し,その折紋をロ-タリーエバポレータ

-にて,減圧下で,アセトンを除去した.柑た濃縮紋

を別容掛こ移し,浪縮した容執 ま少皿の議潮水.次い

で,クロロフォルムで洗い流し.これもJJ:L;の寄掛こ移

した.そして.共栓をして強く振 とうし.2000rpm

で5分間遠心分離し.クロロフォルム屑をとり山した.

この拙作を3回練返した.このようにして,クロロフ

ォルム可拾物を抽出後,班に,少皿の菰滑水を加えて,

先と同じ拙作を3回繰返した.そして,村たクロロフ
ォルム可格物および水可溶物を再浪縦した後,クロロ

フォルムまたは訴溜水を加え.2mL定容とした.本牧

を試料皿にとり, 5% KOH-NaOH溶液を2-3硫

加え,赤外線ランプ下で乾同させた.その後.2,%の

アセトンーセメンダインの況紋を少畠加えて,出面を
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封じ. 2.7低バックグラウンド如窓ガスフPカウンタ
I (日本紙細田W.学研究所撃退LBCllJ)によって.令

々の被放射能をbllJ出した.

5. 玄米の抽llはJよび分析法

玄･#の vamidothionの残田を知るため.那1滋に
示した如く.川仙および開花JgJの1℃なった水稲に丁J写而
7Yl布し,アイソトープガラスh.,:に伴ち,40口後 (10J]9

∩)に完黙した枕を収和した.そして,LE'ff状問の同

じものを皮紋矧 こ紙矧こ保TJ:し,宝内で東に凪托した.

そして,収穫113日後に小型試験用粗描掛こよって,
玄米ともみがらに分け,次いで,Kett式試験用桁米

掛こよって,玄米を精白米および米ぬかに分けた.柿

米日割ま逆転時間によって,梢白米と米ぬかの分離比が

罪なるため,前もって,予尉試験によって,玄米正員

に対する運転時問をきめておき,分郎比がほぼ9:1

の割合になるようにした.

矧ヨ米は,91に,米麦水分5u定用ライスターをIT]い

て.粉砕した.このようにして和たfl1日汎 米ぬかお

よびもみがらの被放射絹を測定するため,両供試品班

の山班および開花状闇により,各々採取した部分の全
血を反駁矧 こ秤昆し,これをスピッツグラスにとり,

米ぬかは盃流の多少に拘らず訴潮水およびクロロフ

ォルムを各 2mt加え.約白米は恭脚水を加えると,
水を吸収して糊状を皇し.抽出が困難であるので.節

則として,各々 3mJを,もみがらは各々 4mgを加

えた.しかし,fJ'伯 米およびもみがらは試料訳出の多
少により,苅田水およびクロロフォルムの添加血を咽
滅した.そして,共栓後,強く振 とうし.2500rpm

で5分間遠心分脈し,先と同様の方法で各試料のクロ

ロフォルム屑および水層をとり出した.そして,ロー

タt)-エバポレーターにより.減圧下で況縮し,はば

乾固の状闇とした後に,クロロフォルムまたは恭潮水

を加え,2mL定容とした.本牧を試料皿にとり,先

と同様にして,各試料の被放射能を甜定した.

6. vamidothionの3'j3両散布による水稲のツマグロヨ

コバイ成虫に対する殺虫力について.

Il°-vamidothion の柴面散布による残留測定と並

行 して,散布 した水稲にツマグロヨコバイ雌成虫

Nej･hotettixcinctice♪sUhlerが'Iu'生した場合.附

宕または浸透した vamidothionがどの程度の殺虫効

力を示すかを知 るため.以下の方法によって検討し

た.即ち,先の残留況rl定用に用いたと同じ条件で作成

した水稲に,標識 vamidothionの実験と同時期に糾

班.7nの vamidothion40%乳剤の1000lt;I.稀釈水lff紋を,
允と同じ方法で,散布し,ガラス室に保ち,一定時間

矧こ.ポット椴えのまま,穂部,柴身部および茄釣部

を行 3.5cm,良き20cm,厚さ 0.3mm の塩化ビニ

ール管弦の透nj]円筒で覆い,上下をスポンジにて固定し,

これに.水稲幼田で#椚 田IffLT=ツマグロヨコバイ雌

成虫を円r.̂d'あたり10頚を放飼し,16,24,48,および72

時FLTrJ後に満下山故を調1ftJた.そして,孫下血串を節
目ル .Abbot祁正式により.祁正諮下虫率を求めた･

火映Ⅰ. ミカン矧 こおける vamidothion の持続性

と代謝について

1. 32p-vamidothionの合成

眺拭した 32p-vamidothionは石黒 ･斉藤 (1970)9)

がIT]いたものと全く同一の もので あ り,82p-vami-

dothion:ベンゼン:pOlyoxyethylenenonylphenyl

esterを 1:2:1(W/W)の割合により,25%乳剤を

作成した.

2. 供試ミカン樹および粟面散布

樹高約50cmの2年生鉢植えの温州 ミカン苗木に,

先記の 32p-vamidothion25%乳剤の500倍稀釈水浴

紋をクロマトJT]ガラス製噴霧器を用いて1樹あたり,

10rnLを均一にガ5両散布 した. その後,処理したミ

カン樹を 18●C および 25oC の昼夜迎綻fm明恒温宝

(20W 懲光灯2兆.iam,関係氾度70%) とアイソト

ープガラスお (20°C～30●Cの屈改変氾)に保った.

3. 拙tllおJ:び分析放
散巾1,2.4,8および16口径に.JRの77,1度矢作の只な

った場所に保ったミカン悦の各部分より,ランダムに

1gの項を採取した.そして.細断し,少爪の-m河水

を加え,ガラス野望ホモゲナイザーで充分粥押し,これ

に.2mLのクロロフォルムを加え.充分拡とう後に,

2000rpm で5分r.7'J遠心分mL,クロロフォルム層を抽

出した.この拙作を3F･1純り返し.クロロフォルム可

柄物を和た.次に.非河水で3回沈澱物を抽出し,水

可m物を和た.これらの金指をそれぞれ試料皿にとり,
2%KOH-NaOH桁牧を 2-3摘加え.赤外線ラン

プ下にて乾凹させた.また.散布8日後のミカン環内

における vamidotbionの代謝を知るため,処理樹よ

り,50gの菜を採取した. これを,100mLの蒸滑水

と共に,ワーリングブレンダーで充分磨砕し, これに

クロロフォルム 150mgを加え.分校ロートを用いて,

3回抽出した.次に.和たクロロフォルムおよび水可

柄物を ロータ.)-エバポレーターでみ反正下で汎細し

た.次に.プロピレングt)コール50%を怨むエタノー

ルに浸71'1処刑した卿羊汐了紙 No.51A に先に打た況縦
紋のクロロフォルムTTl榊勿の一光爪を原点に柄下し.
プロピレングリコール飽和ベンゼンを戯閃溶媒として,

彪閃きせた.

一方,餌処理の東洋折紙 No.51A の原点にも,同

様に処理し,イソプロピールアルコール,イソブチル

アルコールおよび蒸滑水の等量混合液を展開溶媒とし

て,展開させた.風乾後. 47r低バックグラウンドペ

ーパークロマトグラムスキャンナーを用いて,各々の
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放射随を抑定した.

4. yamidotbionおよびその代謝物の殺虫力につい

て

地物体内において,vamidothion は種 の々代謝物

に変化する.そこで.vamidothion,vamidothion

sulloxide,vamidothionsulioneの各 が々有する殺

虫力を知るため.下記の方法により,殺虫試験を行

なった.即ち,フランスのローン･プーラン社の好意

により,それぞれの純品を合成し,その一定量をメチ

ルエチルケトンに溶解させ,40%溶剤を作成した.そ

して,これらの浴剤を Tween20を 0.2ppm 含む蒸潤

水にて,所定浪度に稀釈し,水浴液を調製した.

草丈が約 20cm の水稲幼苗 (愛知旭)の3本を根

際で固定し,これに回転式散布塔 (みずほ理化学器械

製)にて,先の水溶液の10mLを高さ40cm より散布

処理し,室内で風乾後,前記の塩化ビニール製透明円

筒に入れ スポンジで根際を固定し,これに,水稲幼

苗で累代飼育したツマグロヨコバイ雌成虫を10頭放飼

し,25oC恒氾宝に保ち,24時間後に,落下虫数を調

査し,鞘下血率を求めた.

また,径 9cm のガラスペトt)シャーレの底に,荏

8.5cm の火洋折紙 N0.2 を敷き,これに適当丑の水

を加えて,折紙を充分湿った状僧に保ち,これに,アル
ファル7 7の雅を田き.モモアカアプラムシMyzus

♪cysfcaesulzerの無趨胎生雌虫10頭を接種し,前記

のJ'nlAi塔を用いて,先の水浴紋の 2mtを散布処理し,

これも,25●Cに保ち,24時聞後に死虫数を調査した.

次に,先と同様のシャーレ上の湿った炉紙上に,荏

1.8cmのミカン染 (早生温州)を置き,これに,ミカ

ン東宝で累代飼市巾のミカンハダニ雌成虫 Panonychus

citn'McGregor15頭を抜超し,モモアカアプラムシ

と同様に散布処理し,これも.25°Cに保ち,24時間

後に死出数を調査した.いずれの試験も,3反駁を行

なった.

実 験 結 果

Ⅰ.水稲斑および袋における残留について第1表に

示した如く,｢日本uE'f｣および ｢愛知旭｣の両品種の
水稲に. llC-vamidothionを戴き面散布し,収接した斑

を先に示した方法によって,梢白米.米ぬかおよびも

みがらに分け,その全血を抽出し,各々のクロロフォ

ルム可浴物 (末分節物)および水可溶物 (分解物)の

放射能を測定した.そして,村T=放射舵を vamido･
tllion相当量として算出した.そして,各々の vami･

dothion 残留量を ppm として,第2および節3表

に示した.

供試した水稲の出穂前後のいかなる時期にYamido･

thion を散布処理しても,相白米中に含まれるクロ

ロフォルム可溶物は.米ぬかやもみがらに比較して,
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Table1. Thestagesofearinriceplants

appliedwithI一°-vamidothion.

Stagesofearinriceplants

Nihon･bare IAichi･asahi

Åug.29

Stages.Headingand
pre-flowerlng

Stage5.Flowering
timeofallears

Stage8.Justafter
fallenblossoms

Stagei.No･
heading
(about7days
beforeheading)

Sept.5 Stagc9.FallerL
blossoms

Sept.12
Stage10.FaHen
blossoms

Stage2.Just
beforeheading

Stage4.Beginn-
ingofflowering

Stage.5.Flower･
ing timeolall
ears

SLage6.Flower･
ing timeorall
ears

Stage7.Beginn･
lng Of fallen
blossoms

Table2. Amountsofchlorolormextractsin

ricegrainsbyfoliarapplicationoi

11C-vamidothion.

Residuesofchloroform
Thestageof l ｡xlra｡ls･
earapplied

withvamidothonLfN;JidcAeL lbranlhusk

Nihon･bare

Stage 3.

Stage 5.

Stage 8.

Stage 9.

Stage10.

5

3

6
6

8

6

2

7

3

2

7

2

2

4

3

0

1

1

0

39

00

28

75

46

1

2

2

0

0

∩
Ⅵ

~

98
.
S
J

q-COP1
8
1

9

4

51
6

0

11
-
0

Aichトasahi

Stage 1.

Stage 2.

Stage 4.

Stage 5.

Stage 6.

Stage 7. 二-二 喜二-: 二二

★ ExpressedasppmofvamidothionequlVa･

lentsperdryweightofunhulledrice.
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その残田は明らかに低くこれらに比べて.ほぼhiの机

皮であった.そして.開花放戚朋 (袋における stage
4,5および 6)におけるfTt一仰まmlEnlJや糾 E後のそれ

に比悦して.その班邪は拭い.

また,盲糾E以後.varnidothionの散村が遅れれば.
それだけ.梢白米における別田は低くなった.米ぬか

では.丘的には明らかな差異は認められるが.その班

Table3. Amountsofwaterextractsinrice

grainsby.foliar application oE
11C-vamidothion.

Thestageofearl★Amountsofwaterextracts

★ Expressedasppm orvamidothionequi･

valentsperdryweightofunhulledrice.

Table4. Relativeamountsofchloroform

extractsinunllulledrice.

The_.st.age.9fearIperceFntcoil.r霊a,t.i,vL aeT.0,ua:;;

3apgiiS?otFiiotnh EpoliiSct-T bTr-;nT;-ivca171:S｢=這

Nihon-bare

Stage 3.

Stage 5.

Stage 8.

Stage 9.

Stage10.

Table5. Relativeamountsofwaterextracts

inunhulledrice.

田する幌向は耶日米におけろものとほぼ同様であり,

その結果として,玄米 (米ぬか十m白米)巾の未分解

物の況皮は,開花放城川の牧神を厄柘として,施用時
が遅れるほどその班刑は低くなった.また.もみがら
における況皮はff'=コ米や米ぬかと苅なり.拓北以後の

施用において.補い班田尻を示す幌向があった.

水吋Wl<物は,クロロフォルム可柄物に比べて,約白
#.米ぬかおよびもみがらのいずれにおいても.高い

班田虫を示した.柑 こ,f乃白米において,その幌向は

放かった.

次に, もみの一光iII血中に含まれる絶対盈 (iLg)
より,玄栄ともみがらにおける分布割合を求め,これ

杏.第4および第5表に示した.その結果,クロロフ

ォルム可溶物は,開花最盛期の散布において,玄米の

占める割合は高く,その後の施用では,もみがらの占

める割合が高くなった.特に,蒋花後のvamidothion

54.7 の散布において,その傾向は顕著であった.

29.5 供試両品矧 こおける vamidothionの城田に.'V屈
61.9 Rq差只がないと仮起し.粒々のLIl粗前後の状頂の水稲
77.0 に散布した時の vamidothiorLの分祁判合を図示すち

75.7 と.那1図である.

Aichi･asalli

Stage 1.

Stage2.

Stage4.

Stage5.

Stage6.

Stage7.

1

7

4

4

5

9

37

21

32

19

17

12

4

9

2

2

1

1

3

4

6

4

3

1

3

3

4

4

3

2

耶

5-
･
5

耶

6-
･
6

聖

3

4

5

4

4

4

0

9

3

1

6

9

6

2

4

2

3

4

6

次に,水稲茄におけるvamidothionの残留につい

ては.IF1-11枚一光時UrJ仙こ爪を採取し.先記の抽出操
作を行ない.その放射旭をalFj定した.得たカウント数

より,ppm に換許し, これを第6表に示した.そし

て両品種における vamidothionの残留量を残留率に

換算し,縦軸に残留率を,横軸に散布後時間の対数を

とり,水稲粟における vamidothionの半減期を求め

た.｢日本晴｣においては,6.8日であり,｢愛知旭｣の
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Table6. PersistenceoflJC-vamidothionin

le?Yesofriceplants.

Slu

rLOtLtt!lt!
701
01

S
U
!t:1
B

a
u
!

1JOlua3
Jad

00
知
釦
e

850

1

0
0
0

04
3
2
1

1･ 2･ 3. 4. 5.6 7. 8. 9. 10.

StageZVo.

Figure1. Relativeamountsofchloroform

andwaterextractsinricegrains

ofriceplants.

FigureshowsasaverageofNihon･

bareandAichi-asahL

一〇一●-Chlroform extracts
-○-○- Waterextracts

それは,6.6日であり,両種共ほぼ7日で,有志な差

は認められなかった.しかし,水稲柴におけるvami･

dothionえ屯田の絶対虫は.｢日本晴｣でやや拭い幌向
があった.

次に.llru記のもみおよびJ柴における祇田虫とその殺

虫力の関係を明らかにする志味から1-C-vamidothion

の突験と全く同じ生育時湖に同じ方法で,知肥i誠の

vamidothionを菓面散布し.孤身弧 315剛部および

植部に,ツマグロヨコバイ成虫を放飼し,それぞれの

部位の殺虫力をmべた.この結果を節7出にホした.

供試した3部位の内で,柴身部が高い殺虫)Jを示し.

施用21日後においても,ツマグロヨコバイをほとんど

殺虫した.黙約および秘部は.袋身部に比佼して,班
田殺虫力はやや劣った.しかし,施用後7日間は,100

%殺虫できた.

Table7. Knockdownpercentofgreenriceleafhopperinleafblade,

Ieafsheathandearpartsofriceplantsappliedwithnon･labeled

vamidothionbythesamemethodoftracerexperiments.

● TheconditionsofriceplantsisjustafterheadinginNihon･bareandat3or4days

afterheadinginAichトasahi.
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Table8. Persistenceof丑2P･labeledvamidothionincitrusleaves.

Expressedas/Lg･Ofvamidothionperfreshweight(g･)ofcitrusleaves.

I.ミカン雄における vamidothionの持続性と代
謝について

一2p-vamidothion を柴田徽和した鉢的え ミカン榊

より柑T=クロロフォルムおよび水可溶物の放射経を調

30

2

0
10

0

40

30

20

m
0

40

30

20

10

0
0 .1 .2 .3 .4 .5 .6 .7 .8 .9 1.0

Rfvalue

Figure2. Paperchromatogrames of 82p-
Vamidothionmetabolitesincitrus

leavesat8daysaEtcrapplication.

Thefitterpaper.ToyoRosiNo.
51A,treatedwIJth50Pcrcent

ofpropyleneglycolin ethanoI
wasused anddevelopedbypro･

pyleneglycolsaturatedbenzene.
1.vamidothion-0.3,2.va'mido-

thionsulfoxide-0.0,
3.vamidothionsulrone=0.24.

ベ.放射旭は虫を祁JlIL.X5円の V.lmidotllionの班

田I正を求め,那81rJ之に示した.T'lL1lJl2n後までは.ク
ロロフォルム叫榊 勿のミカン-il'5円の城田iLtは舶用当日

と比恨して.ZミグJは.7はめられなかったが.それ以後は,

I卓℃

123∫∫∫
._.～…一∠竺

蕊 仙㌦ .一._ .～ .也

glasshouse(20-30℃)

●●●●●●●-●●●●●●●●●○●●}●′●サー
RrvaIuc Ilo

F'lgure3. Paperchromatogrames of 82p-
vamidothionmctabolitesincitrus

leavesat8daysa一terapplication.
ThelHterpaper,ToyoRosiNo.
51A,wasused and developed

by isopropylalcohol:isobutyl
alcohol:water-1:1:1.

1. vamidothion-0.84,2.vami･
dothionsulroxide-0.87
3. vamidothionsulfone=0.90
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各温度保存区とも,徐々に低下した.その娘少の割合

は,処理樹を保存した温度によって,差があり,ガラ

ス窒 (20-30oC)に保った場合, その割合は高く,

次いで25oC区であった.即ち,散布16日後において,

ガラス宝保存区では,施用当日の残留虫の65%,25oC
保存区で40%,18oC保存区で17%の低下を認めた.

水可溶物の残留はガラス墓保存区で高かった.

次に,ミカン菜内の vamidothionの代謝過程を知

るため,散布8日後に,前記の方法で抽出し,これを

2種の展開溶媒を用いて,展開し,ペ-パークロマト

グラフィ-によって訳べ.この結果を第2および3図

に示した.

また,前もって,vamidothion,vamidothionsulf･

oxideおよび vamidothionsulfoneの合成品を同じ

巌川桁妹を用いて,ペーパークロマトグラフィーを行

なった納札 処剖押 紙を用いた場合の各々のRf値は,
vamidothion0.38,vamidothionsulfoxide0.0お

よび vamidothionsulfone0.24を示した.また,無

処皿611紙では,各々0.84,0.87および0.90を示した.

この予糊拭験より, 18°C保存区では,3者の存在を

耽認したが,25●C併存区では,sulfoneはほとんど

認められず.また.ガラス喜保存区では,大部分が.

sulloxideであり, vamidothionおよび sulfoneは

非')'捌こ少なくないことがわかった.

vamidothionおよびその代謝物の殺虫力について,
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ツマグロヨコバイ,モモアカアプラムシおよびミカン

ハダニを供試し,調べた結果を第9表に示した.

上記のgHl･虫塀に対する殺虫力は,モモアカアアプラ

ムシに対して,奴も高く,次いで,ツマグロヨコバイ

であり, ミカンハダニは故 も低 か った. そ して,

vamidotbionsulfoxideが vamidothionや Vamido･

thionsulfoneよりも高い殺虫力を有することがわか

った.

考 察

浸透殻虫剤である vamidothionを菜面散布し,水

稲粗への移行および残乱 ミカン袋における持続性と

代謝について調べた.

GuntherandBlinn(1955)の は#-.物体上に施用さ

れた殺虫剤の残手酌こついて詳細に調べ殺虫力や人苗i提

性とW,物や土壌における残執ま永続性と分節の北ね合

いが必要であると述べている.

故国の稲作には.メイチュウ類.ウンカ獄の防除に＼
BHC が多畠に使用され 作物班留や土晩 水中など

環境汚染が重要な問題となってきている.

水稲の出梅期前後の殺虫剤の使用は班田iii性の点

で,使用が規制され,郎成保持の上からも班用される

殺虫剤の蛇田性を知ることは大切なことである.米は

扱国の主食であるため,多くの研究者が種々の瀞虫剤

の残留について報告し7-いる.

Table9. Theinsecticidaleffectsofvamidothionanditsmetabolitesfor

greenriceleafhopper,greenpeachaphidandcitrusredmite.

Active l Greenriceleafhopper I Greenpeachaphid

lngredient r s ★ L S=0 1 0=S=0 1 s I S-0 LO=;S=0

Figuresshowthemortalityof24hoursaftertreatment.

* S･.･vamidothion,S-0･･･vamidothionsulfoxide

O-S-0･･･vamidothionsulfone
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金沢 (米発出 )IO)は BHC粉剤を炎抑托-a-すると,

肘日時が吐-If初朋より後川にづれろに従って-A-#Fllの
班恥まm加すろと述べていろ.木火鰍 こおけるtII他州

机後の vamidothionの鮎川により,'A.米申の班靴 ま
けt相投+nfよりrsい1j紬,'-(,且はれろ.
山枇おJ:ぴ脚 E時の舛なった ｢日本IW｣および ｢愛

知旭｣の雨水W.V.印に舶用した場合,蛸白米におけろ
朱分脚勿の残冊は網品位柑 こ,開花最盛期 (表および
図における stage 4および5)における施用が他の

時期に比較して高く,最高で 0･141ppm を示した･

しかし,施用時が後期になるに従ってその残留歪も次

取 こ低くなる.

一方,米ぬかにおける末分m物の残留幌向は郎白米

におけるとほぼ同様であるが,その池波はほほfJfi白米

の10Il;;･であり,米ぬかに vamidothionが多く含まれ

ることがわかった.そして,vamidothionの舶用が

落花以後に行なわれるともみがらに多く成田する似向

があった.しかし,もみが完熟J跡こ近づくにつれてそ

の残田虫も低下した.以上の甲から抑群すれば,散布

した vamidothionは茎焚部より浸透し,租の形成に

必要な物質運搬に伴なって.もみ中に移行す る もの

と,未完成のもみの表皮より内部へ浸透 ･移行するも

のとが考えられる.そして.脂質を含む栄ぬかの屑に

多く沈若し,結果的にみて,米ぬかが掛 ､残留温度を

示したのであろう.

富沢ら (1960)16は,malathionと methylpara･

thionを出終期の水稲に施用すると,あろ種の代謝物

は時間の経過と共に次第に苛税きれて秘に向かって移

行すろと述べている.また.福田ら (1960)一'は山秘

軟El弥こ,fenthion を散布すると.墨染移行により,

放射性物質が米ぬかに袋申することを報告している.

また.本実験の結果より.搭花期以後のvamidothion

の施用はもみの完成がほぼ完了し.物質運鰍 まそれほ

ど活況でないので.芸焚からの浸透移行は困難であり,

外皮に附耕した vamidothionは蒸発や分解され易い

ことより,玄米の残留は比較的少なく.もみがらにお

ける残留は認められるが,それ以前の施用にくらべて.

低くなったことが推察される.

金沢 (未発表)10)は,BHCを山栂朔以後に施用する

と,玄木中に多く残留し,米ぬかに35%.IIl臼料 こ65

%の割合で,全 BHCが分布し,またもみがらは玄栄

残留畠の約3倍が残留すろと述べていろ.

vamidothion の未分解物のもみ巾に含まれる絶対

_Taより換罪すると,開花最盛期の施用で.玄米の占め

る制令は64-79,%であり,施用が遅れるに従って,玄

米巾の比率も低下し,落花以後は23-38,%となり,逆

に.もみがらにおいて.高い残留分布を示した.

分脈物の残留は,未分解物に比佼して.高く.その

分脈制令はもみがらにおいて最も苗かった.

7:iTr* ･佐順 (1965)13)は fenitrothionを散布した

水7111の親和巾の奴軌まほとんど認められず分解物も玄
米小で,lppm 以下であったと報じているが,vamト

dothionにおいても,未分解物は玄米で 0.3ppm 以

下であり,vamidothiomもしくは. その代謝物の米

粒小の班冊 まtrr行政和と_bQ.なり,最も奴留し易い時期
に触IT]した瓜から-4.えても.閃艦となる程の畳ではな

いと.Eilわれる.

一方.水WにtF(LnJ.した場合.'uSにおける殺虫剤の残
軌 ま,布生加rn(するLifdl籾に対する殺虫力を左右する.

出租期前後の水稲に池川した岬の vam'Idothionの

FjSにおける残軌ま. ｢日本的｣において.0.83ppm,
｢愛知旭｣において,0.58ppm の米分脈物の蛇田を示

した.両品種においても. vamidothionの･'r:払長期は

ほほ7日前後であり両品矧 こ差矧 ま認められなかった.

官本 ･佐藤 (1965)13)は水稲の生産見 1gあたり約

12FLgの fenitrothionが附若し,24時間でその50Ioo'

が紐払内に浸透し焚矧ま柴身の5,%が附若し,7日間

で最初の5%以下になると述べていろ.
浸透殺虫剤の3'R而政和 こよる消失について,Heath

andLlewellyn(1951)I)は.孫面散布したレモン築上

の蒸発割合を調べ.机物件付 こ吸収きれろ前に,大部

分が消失し軌 ､と述べ.まT=.柳田ら (1960)l)は,
fenthion のもつ苅気圧や分脈生成物よ りみて fen･

thionは机物維内にEt透するf)1JにTJ写表面より.消失し

易いことを靴 !ル ていろ.

本実験における vamidothionは生体_TTilgあたり

約 84FEgが附宕しているが.後記のツマグロヨコバイ

成虫に対する殺虫効果から判断すれば.預刑部の附若

塁は,薬身部のそれに比較して.非'F;Yfこ少なくないと

推察できる.

菜面散布によるツマグロヨコバイ成虫に対すろ殺虫

力については.m･と全く同じ出'fi時期および施用法で,
vamidothion を施用した鮒ni.附乃丑の多いと考え

られる3'B身部で,粒も揃い殺虫力持続性を有していた.

本実験における vamidothionの水稲矧 こおける半減

期ははば7日であることより,fenitrothion に比較

して.VamdothionのN'(内における持続性は.かなり

iiいものと考えられる.

一方,V.amidothion をミカン矧 こ散布処理した場

合の持続性については,施用後の環境温度によって,

vamidothionの残留が異なった.即ち,施用後 18oC
に保存した場合,他の高温に保存した時とくらべて,

未分解物は多く,分解物は少ない傾向を示し vami･

dothionは本実験において供試した温度範朗内では.

高温で分脈され易く.従って.その持続性も低いこと

が推察できる.

167



防 虫 科 学 第 36 巻-ⅠⅤ

BennettandThomas(1954)l)はレモンヨ掛こおけ

る schradanの吸収移行は光線や温度が大きく播響

すると述べ,また,Hackskaylo ら (1961)7)はワタ

の熟 こおける dimethoateの苗矧 ま高温であると高

いことを報告している.

GetzinandShank(1970)6),BowmannandCa･

sida(1957)2) はphorate,MetcalEら (1957)12)は

disulfotonおよび pborateの植物体円における代謝

を調べ,処理後数時間以内に,sulEoxideに酸化され,

次いで,sulfoneに酸化されると述べている.また,

Metcalf(1955)ll)は demetonおよびその同族体は

その tllioetherのSが胎物体円で,sulfoxideに,次

いで,sulroneに酸化され これらの酸化生成物は

sullideより安定であり, しかも,浸透性と強い殺虫

力を長持jI馴iしていることを観察した.

vamidothionも同様に,sulroxideおよび sulfone

に慨化されるが.本実験に用いたペーパークロマトグ

ラフィーの結果より, ミカンI#円では比較的安定な

vamidothionsulfoxideの形で奴田し, 殺虫力を発

揮すると推察される.

植物体内における vamidothionの代謝物について

の殺虫力の強弱については,合成されたsulloxideお

よび sulfoneを用いて検討した.即ち,ツマグロヨ

コバイ,モモアカアプラムシおよびミカンハダニに対

する殺虫力は,sulfoxideが殻 も高く,次いで,

vamidothionであり.sulroneは 低かった.この結

果より,vamidothionが地物体内に移行し,sulfoxi･

deの形で訪い殺虫力を示すことが確認された.
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Summary

Residue,persistenceandmetabolism ofradio･

activevamidothion,0,0-dimethylS-[21(I-methyI

carbomoylethylthion)ethyl〕phosphorothiolate,

inriceplantsandcitrusleaveswereexamined

byfoliarapplication.

1. Vamidothionwassprayedon riceplants

atpre-orpost･headingstage.Mostamountsoi

cllloroform extractableradioactivematerialsin

polishriceweredetected0.141ppm forapplica.

tionatfloweringstageandtheradioactivitiesof

chloroform extractsofbranweretentimesthan

thoseoipolishrice.Also,someamountsofchloro･

formextractableradioactivitiesweredetectedin

thehuskwhichweresprayedwithvamidothion

atfallenblossom stage.

2. 1mdistributionratioolradioactivemateri･

alsbetweenricegrainandhusk,theformerwere

higherthanthelatterbyapplicationatflower･

ingstage,butitstendencywasreversedaccor･

dingtothedelayofapplication.

3. Tberesidualconcentrationinleafblade

at14daysafterapplicationwasabout0.28ppm

inNihon･bareand0.17ppm illAichi･asahi.The

halfllifeoftheresidueofbothvarietyofrice

plantwereabout7days.Allfemaleadultsof

greenriceleaEhopperwerekilledwithin24hours

at7daysafterapplication.

4. Persistenceofvamidothionincitrusleaves

wereaffectedremarkablybytemperature.Degra･

dationwererestrainedatlowered temperature

(18°C).
5. Thechloroform extractablemetabolitesin

citrusleavesat8daysafterapplicationwere

separatedbypapercllrOmatOgraphy. Andthe
exsistenceofvamidothion,vamidothionsulfoxide
andvamidothionsulfonewerefoundinleaves

keptat lowered temperature. Vamidothion･
sulfoxidewasobservedasthemainmetabolite
incitrusleaves.


